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レイクランド最高～

丹下　開道

　レイクランドについての第一印象は

「暑い」 の一言。 日本に比べてとて

も乾燥していて、 カラッとした気持ち

のいい天気だった。 空がとても広く

て、 奥行きがあり、 本当に気持ちが

よかった。

　マックス宅にステイすることになっ

たが、 資料ではマックスと父親の名

前だけだったので、 父子家庭？と思

っていたが、 実際は、 父親、 母親、

マックス、 妹三人、 弟一人がいる大

家族だった。 お土産が足らなくて困

ったが、 独楽やダルマ落としなどを

持っていたので、 それで何とかなっ

た。 特に独楽を気に入った様子だっ

た。 独楽の回し方の説明が難しくて、

どう言ったらいいか分らなくて、 片言

でも頑張って説明した。 弟のパーカ

ーという子は独楽じゃなく独楽を回

す紐に興味をもち、紐で遊び始めた。

「父親は、 うまく独楽に巻きつきつけ

るのが難しかったらしく、急に奇声 （ウ

ォーー！！） と声を上げて、 驚いた

が、 そのあとニッコリと笑って巻いて

くれといわんばかりに独楽を渡してき

た。 言葉は不十分だったけれども、

「片言でも何とかなるもんだなぁ」 と

思いつつ、 少しずつ家族と打ち解け

ていくことが出来てよかった。 僕もチ

ャンと独楽を回すことに、 結構みん

な大変喜んでくれた。 日本の文化

を知ってもらえて本当によかったと思

ったのと同時にホッとした。

又その夜は、 マックスと岩本、 岩本

のステイ先のエディ、 マックスたちの

友達のキャリーと夜の街へと繰り出

した。 ９時頃だったがもうその頃には

道路も店もガランとしていた。 「日本

だとまだにぎやかに店が開いている

のになぁ」 ･･････ と思った。

　パブリックス工場見学の日には乳

製品とアイスクリームの製造工程を

観た。 製品によって脂肪の比率が

それぞれ違い、 ２種類のアイスクリ

ームの素から、 いろんなバリエーショ

ンに変化するのを聞いて驚いた。 工

場内を見た後、 アイスクリームを試

食した。 日本と違ってとても濃厚で

本当においしかった。 しかし今日は

お礼の挨拶を僕がする日だったの

で、 「ヤバイ、 どうしよう」 と緊張して

きた。 緊張しながらも何とかお礼を

言うことができた。 直前にみんなで

決めた 「Ｉ　ｌｏｖｅ　Ｐｕｂｌｉｘ’ ｓ　ｉｃｅ -

ｃｒｅａｍ .」 と僕が言って、 皆が 「Ｍ

ｅ　ｔｏｏ」 と言った。 副社長と握手を

してその時によかったよと言ってくれ

た。 お世辞でも本当にうれしかった。

ケネディスペースセンターでは、 ジョ

ン ･ Ｆ ･ ケネディが打ち上げを推進さ

せる話や打ち上げまでどのようにする

かなどスクリーンで見たが、 英語の

解説だから何を言っているのかが分

らなかった。 だけど絵があるからな

んとなくこういう話だろうと感じた程度

だった。 その後は、 シャトル

内部を見たりシャトル打ち上

げ時の体験をした。 シャト

ル内部ではいろんな

機器があって何で

もそろっていたか

ら、 すごいと思っ

た。 シャトル打ち

上げの体験では、

ものすごいスピード

で上昇していく感覚

を体験できた。 宇宙飛行士のトレー

ニングの厳しいのを実感した。

　他にもビーチ、 ディズニーランド、

お別れパーティーでボートに乗った

り、 湖に飛び込んだり、 いろんなこと

に充実した時間をすごすことができ、

本当に幸せだと思います。 英語をま

ともに話せず、 片言であったからち

ゃんと話せるようになりたいと思いま

した。 機会があればまたアメリカに行

きたいです。 この姉妹都市交流で

何事も挑戦することが大切だというこ

とを学んだとおもいます。 このような

有意義な機会を与えて下さった皆

様、 本当にありがとうございました。
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Lakeland, wonderful!
Kaido Tange

My first impression of Lakeland 
was just HOT, but not like Japan. 
The humidity was very low there, so 
the weather was nice and dry. The 
sky was big and so clear, I felt really 
good.
When it was decided that I was 
going to stay with Max, I only knew 
his and his father's names, so I 
thought it was just the two of them 
in the family. But it turned out to be 
a big family: Max, his parents, his 
three sisters and a brother. I hadn’t 
brought enough gifts for them from 
Japan, but I had a Japanese top and 
a Japanese toy called daruma otoshi 
with me, and we enjoyed playing 
with them. They especially liked 
the top. It was difficult for me to 
explain how to spin the top, I didn’t 
know what and how to say things, 
but I somehow did it  with my 
English, which is not good. Max’s 
brother Parker was interested in, 
not the top itself, but the string used 
to spin the top and started playing 
with it. It seemed difficult for Max’s 
father to wind the string around the 
top, he suddenly shouted so I was 
surprised. Then he smiled and gave 
me the top without saying anything 
but he apparently wanted me to 
put the string around the top. We 

couldn’t make ourselves understood 
perfectly, but I thought we could 
communicate anyhow, and it was 
great to get to know each other. I 
thought it was good that I had an 
opportunity to show them what the 
Japanese culture was like, and at the 
same time, I felt relieved.
That night, Max, Iwamoto, Eddie 
from Iwamoto’s family, Max’s friend 
Carry and I went downtown. It was 
around 9 in the evening, and I found 
there was barely a soul in the street 
and the shops were closed. I thought 
‘It is the time the shops are still open 
and busy in Japan.’
We went to see the production 
process of dairy products and ice 
cream when we visited the Publix 
factory. I was amazed to see each 
product had a different proportion 
of fat, and there were many kinds 
of flavors from only two base 
ingredients of ice cream. After the 
factory tour, we tried tasting the 
ice cream. It was rich tasting and I 
had never eaten ice cream like that 
before. And then I started to get 
nervous because that day was my 
turn to say thank you. I managed to 
do it. Just before I said thank you, 
I said ‘I love Publix’s ice cream’ 
and everybody said ‘Me too!’ The 

vice president said to me “That was 
great” when we shook hands. I was 
very happy to hear that even if I was 
not actually that great.
On another occasion, we visited the 
Kennedy Space Center. We watched 
a short film that was about how John 
F Kennedy promoted the launch 
and what they did up to the day of 
the launch. I watched the film but I 
didn’t understand the details because 
the narration was in English. From 
the pictures of the film, I could 
guess the story somehow. After the 
film, I got into the Shuttle to look 
around and experienced what it was 
like during the launch of the Shuttle. 
Inside, there were every kind of 
device and that was great. When I 
tried the launch experience, I felt 
what it was like to climb upward at 
an extremely high speed into the sky. 
I also realized that the astronauts 
train very hard.
I also went to the beach and Disney 
World. And at the farewell party, 
I went on a boat ride on the lake, 
jumped into the lake and so on. My 
days were very fulfilling and I’m 
grateful to have had this opportunity. 
My English was not at a satisfactory 
level, so I would like to improve 
my speaking ability. If I could have 
another chance to go to the United 
States again, I’d love to go. Joining 
this sister-city exchange, I learned 
how important it is to try things. 
Thank you to everyone involved for 
this wonderful opportunity.



36  Lakeland 2010 

夢のような２週間　

岩本　将太

　レイクランドに行く飛行機で、 正直

僕は、 期待よりも不安のほうが勝っ

ていた、 英語がしゃべれなくても大

丈夫だろうか、 そんな不安が僕の頭

の中を覆っていた。

今回の旅行でいっちばん実感したこ

とは、 言葉が通じないというもどかし

さだった。 ベタかもしれないがこれが

一番辛かった。 やはり言葉が通じな

かったら、 相手のことも深く知ること

はできないし、 もちろんのこと、 本当

の自分など伝えることは難しいと思っ

た。 だがしかし！！楽しさを分かち

合うことはできたと思う。

最初レイクランドの方々と出会ったと

きは僕の人見知り？が出てしまい、

あまり積極的に話せなかった、 しか

し、 仲良くなったらもう僕の勢いは止

まらなかった。

　フロリダでの滞在は別の世界にき

たかのような錯覚がおこるくらい、 現

実離れしていてまるで夢の中みたい

だった。 マックスの家に行ったとき

も、 ビリヤードにプールにここはリゾー

トホテルか？！と思わずつっこんでし

まったほどだった。 なんとマックスの

妹チャーリーの誕生日だということで

誕生日パーティーに行きました。 僕

の誕生日とは違い盛大で文化の違

い？を感じた。 たくさんのプレゼントに

囲まれて満面の笑みを浮かべてい

たチャーリーがとても印象的に残っ

ています。 しかし、 ここで事件は起こ

った。 誕生日といえばバースデイケ

ーキだというのは誰もが思い浮かべ

ると思う。 僕はおなかいっぱいだか

らいりませんといったのだが、 マック

スのお父さんのケンに食べろ！！と

半ば強引にいわれたので渋々食べ

たところ、周りが急に笑い出したので、

何がおかしいの？！と聞いたところ、

アメリカンジョークだよ、 ケーキ食べ

なくてもいいよと言われた。 まさかこ

んな場面でアメリカの洗礼をうけると

は。 これは一杯食わされたと思い笑

うしかなかったのですが、 今となって

はいい思い出です。

　カウボーイパーティーはダンスなど

したことがなく、 そして照れがでてし

まい、 あまり踊れませんでしたが、

みんなのダンスを見ているだけで面

白かったです。

　野球観戦では僕たちを出迎えてく

れいるかのような好ゲームで、 みん

な熱狂の渦にまきこまれていました。

まさかあそこでグランドスラムが見ら

れるとは、 言うことないですな。

　 そ し て NASA、 ま さ か 自 分 が

NASA に行くことになるとは、 ある意

味歴史的瞬間である。

　ビーチはとても水が温かくとてもは

しゃぐのに適した水温でした、 今思え

ば、誰も砂に埋めていない？！？！

あ～心残りだ～～。

　来た、 来てしまったディズニーワー

ルド、 僕は絶叫系には乗らず嫌い

だったので、 今後も乗らず嫌いのス

タンスで回避しようと試みたのだが、

そうはいかなかった。 渋々乗ったと

ころ、 案外自分もいけるくちだという

ことに気づいた。 　

　お別れパーティーでは、 初めて

ウォータースキーに乗ったボートで

の落としあいが楽しかった。 こういう

楽しい思い出はもちろんのこと、 僕

は今回のレイクランド訪問を終えて、

すごく大きな収穫があったと思いま

す。 それは感謝の気持ちです。 今

回アメリカにいけたことへの感謝、 費

用を出してくれた家族への感謝、 そ

して、 一緒にアメリカに行った方々

やアメリカのみんなに出会えたことへ

の感謝です。 レイクランドに行くまで

は、 考えもしなかったことです。 レイ

クランドは僕を一回りも二回りも成長

させてくれたと確信しています。

　お別れの日は誰にも涙を見せたく

なかったのでバスでこっそり泣かせて

いただきました。 最後までピエロを貫

き通したかったので。 （笑）　僕たち

がアメリカに行くのに携わってお手伝

いしてくれたみなさんにも心から感謝

しています。 ホストファミリーの皆さ

ん、 そして一緒にアメリカに行ったみ

んな、 本当にありがとうございました。

僕はみんなと一緒でほんとによかっ

たし、 みんながいなかったらこんな

素晴らしい思い出もできなかった。

ありがとうレイクランド、 そして、 また

会おうレイクランド。
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A Dream Fortnight
Shota Iwamoto

Lakeland 2010   

On the airplane, my concerns 
overshadowed my hope. Would it 
be ok if I couldn’t speak English? 
I was obsessed with such anxiety. 
The thing I felt most during the 
trip was frustration that I could not 
communicate with people due to the 
language barrier. It may be normal, 
but this was the toughest part for 
me. Without language, I could not 
understand people well and, of 
course, it was difficult to express 
myself.

Despite this, I think we shared 
good times together. When I first 
met people in Lakeland I could not 
talk to them confidently due to my 
shyness of strangers, but once I got 
friendly with them, my impetus was 
unstoppable.  

The stay in Florida was unreal and 
it was like I was in a dream where I 
had gone to another world. When I 
went to Max’s house, after seeing a 
billiard table and a pool, I instantly 
asked “Are we in a resort hotel?”
Luckily, I was invited to Max’s 

younger sister, Charlee’s, birthday 
party. Her party was so big, unlike 
my birthday parties, and I felt 
the cultural difference. I was so 
impressed with Charlee smiling, 
surrounded by many presents. 

However there was a bit of an 
incident. I think birthdays remind 
everyone of birthday cake. I was so 
stuffed with food that I said I did 
not have enough room to eat cake, 
but Max’ s father, Kent, ordered 
me to eat. So I ate a bit with great 
reluctance,  and people started 
laughing. I asked what was funny, 
they replied it was a joke and I did 
not have to eat. I never expected I 
would be given a lesson in such a 
situation. I thought they got me and 
I laughed, too. That has become a 
good memory for me.

At the cowboy party, my shyness 
and my inexperience stopped me 
from dancing a lot, but I enjoyed 
myself just seeing everyone dancing. 
We watched a good baseball game 
that seemed like a welcome for 
us, and all of us were in a jubilant 
mood. We saw a Grand Slam, which 
I think could not have been better. 
I also visited NASA, and it was a 
historical moment for me in a way 
to go to NASA. On the beach, the 
ocean temperature was comfortable 
enough for me to enjoy. Now I 
regret that I did not bury anyone in 
the sand. Oh, I should have done 
that!

And finally, I went to Disney 
World! I hated thrill rides although 

I had never tried them. So I tried to 
stick to my guns and avoid riding 
such rides, but it did not work this 
time. I got on rides reluctantly, and I 
realized that I could do it and rather 
liked it.  

At the farewell party, I water-
skied for the first time and enjoyed 
pushing others off the boat. That 
night, I did not want people to see 
my crying, so I hid and cried on 
the bus. I wanted to stick to being a 
funny clown until the last moment.

These joyful memories are a part 
of the valuable experience I had 
and I think I learned a lot. I am very 
grateful: grateful for visiting the U.S. 
this time, grateful for my family 
who paid for my trip, and grateful 
for meeting my fellow travelers and 
people in the U.S. I never thought I 
would actually get to visit Lakeland. 
I am sure Lakeland made me grow a 
lot.  

I would like to express my sincere 
gratitude for everyone who was 
involved in our trip to the U.S. 
Thank you to my host family and 
thank you to my friends. I could 
have a good time with all of you. 
Without you, I would have never 
made such wonderful memories.
Thanks Lakeland, and see you soon.
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団　員

引率者　リーダー

引率者　
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玉井　直彰　  今治市障害福祉課 主事　

藤倉　晶子　  今治市国際交流協会 職員

柳原　美智恵　 今治市国際交流協会 ボランティアスタッフ

渡邉　早姫  今治西高等学校  1 年

藤原　絃乃  今治西高等学校  1 年

藤坂　まどか  今治南高等学校  3 年

羽倉　利恵  今治南高等学校  2 年

越智　穂波  今治北高等学校  1 年

近藤　祐輔  今治北高等学校  1 年

菊池　英之  今治東中等教育学校 5 年

守口　舞輝  今治東中等教育学校 5 年

山田　るり  今治明徳高等学校  3 年

守屋　佳帆  今治明徳高等学校矢田分校 1 年

丹下　開道  今治精華高等学校  3 年

岩本　将太  今治精華高等学校  1 年

団長

副団長

随行

随行

菅　良二  今治市長

岡田　勝利　  今治市議会議長

片上　裕之　  今治市市民まちづくり推進課　課長補佐

正岡　靖彦　  今治市秘書課　係長

姉妹都市 （レイクランド市） 訪問 ２０１０
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